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大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

★
企
画
展「
春
季 

人
形
展
」好
評
開
催
中

　

当
館
で
は
、
３
月
13
日
ま
で「
春
季 

人
形

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
雛
人
形
を

中
心
に
江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
を

多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
期
　
　
間　
2
月
19
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　

3
月
13
日（
日
）

■
会
　
　
場　
第
一
展
示
室

■
入
館
料　
高
校
生
以
上
１
１
０
円

　
　
　
　
　
　

小
中
学
生
50
円

■
開
館
時
間　
9
時
～
17
時

■
休
館
日　
毎
週
月
曜
日
・
2
月
24
日（
木
）

★【
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
】の
ご
案
内

　

揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
む
か
し
話
を
題
材

に
し
た
人
形
劇
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

演
じ
て
く
だ
さ
る
の
は
揖
斐
川
町
人
形
劇

同
好
会「
パ
ク
パ
ク
」の
皆
さ
ん
で
す
。

　

ご
家
族
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
お
　
話　
「
揖
斐
川
町
の
偉
人
・
蘭
学
者

　
　
　
　
　

坪
井
信
道
」

●
紙
芝
居　
「
い
の
ち
の
泉
の
も
の
が
た
り

　
　
　
　
　
（
蘇
生
の
泉
伝
説
よ
り
）」

●
人
形
劇　
「
大
蛇
と
お
ば
あ
さ
ん
」

■
日
　
　
時　
3
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

開
場
10
時
・
開
演
10
時
30
分

■
参
加
費　
無
料

■
会
　
　
場　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

研
修
棟

■
定
　
　
員　
20
名（
定
員
に
な
り
次
第

　
　
　
　
　
　

締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法　
3
月
15
日（
火
）午
前
9
時

　
　
　
　
　
　

よ
り
電
話
受
付

【
申
込
先
・
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

℡
２
２-

５
３
７
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に

よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
、
揖
斐
川
町
で
は
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ（
ｔ
ｏ
ｔｏ
・
Ｂ
Ｉ
Ｇ
）の

助
成
を
受
け
、左
記
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
事
業
名

　

谷
汲
総
合
運
動
場
照
明
設
備
改
修
事
業

　

従
来
の
水
銀
ラ
ン
プ
照
明
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
改
修
す
る
工
事
を
実
施
し
、
よ
り

利
便
性
の
高
い
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
体
育
施
設
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

谷
汲
総
合
運
動
場
の
照
明

設
備
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

◇令和3年度第44回岐阜県U12バスケットボール大会 出場

揖斐ミニバスケットボール少年団（女子）
藤
ふじ

原
はら

 有
ゆ

妃
き

那
な

さん、髙
たか

橋
はし

 のあるさん（小島小）
菅
すが

原
はら

 杏
ゆ ず は

月さん、細
ほそ

野
の

 杏
きょう

佳
か

さん（北方小）
川
かわ

本
もと

 玉
たま

樹
き

さん（揖斐小）、堀
ほり

 花
か

音
のん

さん（清水小）
吉
よし

田
だ

 奈
な

美
み

さん（養基小）

◇令和3年度第16回東海中学校選抜卓球大会 出場

北和中学校女子卓球部
富
とみ

田
だ

 結
ゆう

愛
な

さん、小
こ

森
もり

 優
ゆ

奈
な

さん、高
たか

野
の

 更
さら

紗
さ

さん
折
おり

戸
と

 優
ゆう

奈
な

さん、杉
すぎ

山
やま

 しづくさん（２年生）
井
い

部
べ

 夏
なつ

美
み

さん（１年生）

◇第1回全日本UJフレッシュ
ボクシング大会
東海ブロック予選会 出場

アッパー木曽川ジム 所属
林
はやし

　琉
りゅう

新
しん

さん（北和中1年）

▲木目込みひな人形

▲狆曳人形

▲整備後の谷汲総合運動場
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揖　斐
小学校 ６年 玉

たま

　垣
がき

　奏
そう

一
いち

郎
ろう

さん
「今日もがんばろう」
朝起きたら、おじいちゃんが、「今日もがんばろう。」と声をかけてくれます。ぼくは、その言葉を聞いて、
今日１日前向きな気持ちでがんばれます。

北　方
小学校 ６年 加

か

　藤
とう

　　　椿
つばき

さん
「おいしい」
初めて野菜いためを作った時、家族みんながおいしいと言ってくれたのでうれしかったです。また、野菜
いためを作る時があったら、みんなに笑顔でおいしいと言わせるぐらいの気持ちで作りたいと思いました。

小　島
小学校 ６年 粟

あわ

野
の

真
ま

帆
ほ

さん
「がんばれ、きっと大丈夫だよ！」
私が委員会の委員長になるのが不安だったとき、友達が「がんばれ、きっと大丈夫だよ！」と声をかけて
くれました。とてもうれしかったし、委員長の仕事をがんばることができています。これからも委員長の
仕事、がんばっていきます。

清　水
小学校 ６年 市

いち

田
だ

千
ち

尋
ひろ

さん
「おはよう」
家で、朝起きたら、家族みんなが「おはよう。」と笑顔で言ってくれる。私も「おはよう。」と返す。いつ
もとてもあたたかい朝がくる。

清　水
小学校 ６年 髙

たか

槗
はし

由
ゆ

愛
あ

さん
「おはよう おかえり」
毎日、地域の人が「おはよう。」や「おかえり。」と声をかけてくれるので、私も返すといつもきもちよくなり
ます。ありがとうございます。

谷　汲
小学校 ６年 國

くに

枝
えだ

俐
り

壱
いち

さん
「ありがとう、助かるよ」
委員会の仕事に、間に合わなかった子に代わって、ぼくがその仕事をした。それに気付いた先生が、

「ありがとう、助かるよ。」と声をかけてくれてとてもうれしかった。これからも、委員会の仕事を責任
もってやりたいと思った。

養　基
小学校 ６年 増

ます

田
だ

璃
り

子
こ

さん
「大丈夫だよ」
私は、ピアノを習っている。学校で困ったことやいやなことがあった時、いつもピアノの先生が相談
にのってくれて、「大丈夫だよ。」と声をかけてくれる。私は、その時、とてもうれしく、心があたたまった。

令和３年度　あったかい言葉・標語　50撰令和３年度　あったかい言葉・標語　50撰
揖斐川町青少年育成町民会議の取り組みで、小・中学生、高校生、一般の方にあったかい言葉と標語作品の募集をしました。

応募総数1,833作品の中から50作品を選出しましたので、複数回に分けて紹介しています。
今回は、小学校6年生の児童が作成した作品を紹介します。

　
〈
令
和
３
年
度 
揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会
〉

　

令
和
３
年
度
の「
揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会
」は
集
合

型
で
の
総
会
で
は
な
く
、各
校
へ「
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
」

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

■
第
一
部

◦
教
育
研
究
実
践
論
文〈
受
賞
者
表
彰
〉

◦
令
和
３
年
度
実
践
論
文
の
講
評
及
び
指
導

　

清
水
小
学
校  

中
山 

健
一
郎  

校
長

■
第
二
部

◦
実
践
論
文  

プ
レ
ゼ
ン
発
表

松
浦 

亮
太  

教
諭（
揖
斐
川
中
学
校
）

「
主
体
的
・
探
究
的
に
研
究
を
推
進
す
る
チ
ー
ム

揖
斐
川
づ
く
り
～
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
か
ら
迫
る
校
内
研
究
を
通
し
て
～
」

◦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

司
会
進
行  

北
方
小
学
校  

長
田 

正
樹  

校
長

　

今
年
度
の
教
育
実
践
論
文
に
は
、
郡
内
の
小
中

学
校
か
ら
40
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募

テ
ー
マ
は
、
教
育
の
今
日
的
課
題
を
的
確
に
見
つ

め
た
内
容
の
実
践
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
教
育
実
践
論
文
」
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

教
職
員
が
、
日
常
の
教
育
実
践
を
振
り
返
る
と

共
に
、
新
し
い
教
育
に
つ
い
て
確
か
な
見
通
し

を
も
つ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
教
育
実
践
論
文
受
賞
者　
（
※
敬
称
略
）

◇
優
秀
賞

・
揖
斐
小　

赤あ
か

塩し
お　

健け
ん

太た（
国
際
理
解
教
育
）

・
北
方
小　

小お

川が
わ　

七な
な

彩せ（
健
康
安
全
）

・
温
知
小　

大お
お

谷た
に　

知と
も

子こ（
言
語
通
級
）

・
八
幡
小　

吉よ
し

田だ　

花か

純す
み（
特
別
支
援
教
育
）

・
揖
斐
川
中　

松ま
つ

浦う
ら　

亮り
ょ
う

太た
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

◇
入　
選

・
杉す

ぎ

山や
ま　
　

悠ゆ
う（
北　

小
）・
二に

ノの

宮み
や

由ゆ

き

こ
紀
子（
中
小
）

・
若わ

か

林ば
や
し　

希き

美み（
中　

小
）・
山や

ま

田だ　

乾け
ん

太た（
南　

小
）

・
髙た

か

木ぎ　
　

舞ま
い（
八
幡
小
）・
西に

し

田だ　

悠ゆ
う

真ま（
八
幡
小
）

・
宮み

や

本も
と　

夏か

帆ほ（
八
幡
小
）・
安や

す

江え　

郁い
く

馬ま（
揖
斐
川
中
）

・
柳や

な

瀨せ　

芽め

い以（
揖
斐
川
中
）・
矢や

野の　

真し
ん

治じ（
谷
汲
中
）

・
大お

お

橋は
し　

久ひ
さ

徳の
り（
大
野
中
）・
西に

し

川か
わ　

洸こ
う

平へ
い（
池
田
中
）

◇
佳　
作　
23
点

　
〈
令
和
３
年
度
郡
図
工
美
術
作
品
展
＆
ふ
れ
あ
い
作
品
展
〉

　

今
年
度
の「
図
工
美
術
作
品
展
」は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
審
査
会
で
選
ば
れ
た

優
秀
作
品
を
「
揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
」

に
ア
ッ
プ
し
、
家
庭
か
ら
も
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」は
、
会
の
趣
旨

も
鑑
み
て「
各
校
で
実
施
」し
ま
し
た
。

■
図
工
美
術
作
品
展【
最
優
秀
賞
】　
（
※
敬
称
略
）

◇
平
面
の
部

１
年　

髙た
か

橋は
し　

伸し
ん

元げ
ん（
北
方
小
）

２
年　

堀ほ
り　
　

悠ゆ
う

人と（
揖
斐
小
）

３
年　

高た
か

原は
ら

日ひ

な

こ
奈
子（
池
田
小
）

４
年　

橋は
し

本も
と　

佳か

な那（
八
幡
小
）

５
年　

中な
か

島し
ま　

見け
ん

寿じ
ゅ（
中　

小
）

６
年　

竹た
け

中な
か　

莉り

織お（
温
知
小
）

中
１　

藤ふ
じ

塚つ
か　
　

渚な
ぎ
さ（
池
田
中
）

中
２　

竹た
け

中な
か　
　

杏あ
ん
ず（
揖
斐
川
中
）

中
３　

橋は
し

本も
と　

千ち

な奈（
池
田
中
）

◇
立
体
の
部

１
年　

河か
わ
い合　

徠ら
い

斗と（
池
田
小
）

２
年　

松ま
つ

本も
と　

美み

玲れ
い（
温
知
小
）

３
年　

石い
し

原は
ら　

竜た
つ

基き（
揖
斐
小
）

４
年　

藤ふ
じ

原は
ら　

結ゆ

月づ
き（
小
島
小
）

５
年　

小お

だ田　

詩う
た

葉は（
大
野
小
）

６
年　

愛あ
い

知ち　

咲さ

希き（
中　

小
）

中
１　

加か

納の
う　

里り

さ紗（
大
野
中
）

中
２　

横よ
こ

山や
ま　

結ゆ
い

華か（
大
野
中
）

中
３　

青あ
お

木き　

咲さ

き樹（
揖
東
中
）

来
年
度
は「
通
常
開
催
」の
予
定
で
す
。
作
品
展
開
催
の

際
に
は
、地
域
の
皆
様
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
郡
教
育
研
修

　
　
　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

アイス「シャリッ！」
池田中 ３年
橋本　千奈 揖斐郡教育研修センター

池田町田中555　℡44-1261


